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国立長寿医療研究センターで提供する認知症の医療とケア（1）

 1,086例の鑑別診断と多種職で支える認知症診療を提供
 新たな抗アルツハイマー病薬による治療を実施（治療対象者に
希望に応じてAPOE遺伝型を開示し、治療法の選択に活用）

 認知症専門医療相談
 外来窓口での個別相談（診断後支援）

 本人・家族ペアを対象にした認知症教室（診断後支援）
 軽度認知障害（MCI）を対象とした薬剤治験
 地域連携の推進（あいちオレンジタウン構想）
 若年性認知症支援

(1) 診療実績（R7年度）

外来診療 鑑別診断

（初診）
再診数 高齢者総合

評価の実施

R7年度の診療件数 1,086件 9,145件 1,584件

(2) 抗アルツハイマー病薬（抗Aβ抗体薬：レカネマブ・ドナネマブ）による
治療

年次推移 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

鑑別診断
（初診）

1,054件 917件 1,002件 1,145件 1,086件

・あいちオレンジタウン構想      ・若年性認知症の新規支援が40件
・認知症地域医療連携協議会      ・愛知県：認知症疾患センター事業評価
・老健事業（認知症疾患医療センター運営事業実績報告クラウドシステム
の在り方に関する調査研究）での提言

(3) 地域連携

バイオバンク登録済のレカネマブ・ドナネマブ治療の対象者に、全国に
先駆けて希望に応じてAPOE遺伝型（診療報酬未収載）を開示し、副作
用（ARIA:Amyloid-related imaging abnormalities ）の発生率を踏ま
えた治療法の選択の際の判断材料として活用してもらっている。
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R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

疾患レジストリの構築と利活用
MCIデータベース
(DB)の作成(iDDR)

MCI-DBの
クリーニング

長期予後DB
の作成(iDDR)

リボゾーム関連
遺伝子の発見

長期予後DBの
クリーニング

・がん健診の受診率
身体的訴えと客観的指標

ゲノムワイド
関連解析GWAS

・甲状腺機能、重心動揺計、
ミクログリア、脳MRI、
腸内細菌や歯周病など

医療・介護利用情報を
統合したDB構築計画 

臨床と介護情報の
統合解析へ拡充

【認知症リスクの
解析と研究成果】

個別化医療、
予防戦略の確立

MCI-DBの
解析

DB基盤整備から
利活用までを達成

J-MINT研究
・「MCIの手引き」作成
・血液バイオマーカー測定
・前向きコホート研究

BATON/STREAM研究と連携
（PET・バイオマーカー）

J-DEPP・JH関連研究、
J-TRC/PAD-TRACK研究と連携

臨床情報・PET・バイオマーカーを統合
した早期診断・治療介入体制を目指す

老年・社会科学的研究 

郵送調査
(5000人規模)

・死因は肺炎が最多だが、認知症の人の生存期間は延長
・徘徊、BPSD、血糖管理と死亡と関連

【研究成果】
認知症者の予後や
生活課題の実態把握 ケアの質向上

・あいちオレンジタウン構想
・新病棟を開設（令和4年）
・本人・家族の包括的な支援
・診断後支援（リーフレット作成）
・脳-身体賦活リハ（脳活リハ）

・関連自治体との連携を拡充
・地域支援体制（研修・人材育成）
・認知症者のADL低下を軽減
・高品質な認知症診療を提供

認知症への包括的な対応 ・心理社会的教育支援の研究を実施
・認知症ケアパス調査・ガイドライン作成
・若年性認知症の支援
・電話相談・面談件数の増加
・約2000人が新規に脳活リハへ参加
・約90人に抗アミロイドβ抗体療法を導入

【予防】
【共生】
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